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ゲーム理論 Quiz 解答例 
  

        ２０１1年 ４月２６日 (火曜) 
 
 
学籍番号＿＿＿＿＿＿   氏名＿＿＿＿＿＿＿ 
 
 

下の利得表で表現される２０人による社会的ジレンマゲームについて、次の（１）～（３）の問に答

えよ。 

 

ただし、 

・このゲームは２０人のプレイヤーによるゲームである。 

・各プレイヤーの選択肢はＣとＤだけであり、純戦略だけが選択対象と仮定する。 

 

（１） 何がナッシュ均衡点であるかを述べよ。また、その根拠は何か？ 

ナッシュ均衡点は「全員Ｄ」である。なぜなら、Ｄはどのプレイヤーにとっても支配戦略であり、

定理４．２から、ナッシュ均衡点は「全員Ｄ」といえる。 

 また、「全員Ｄ」以外はナッシュ均衡点でないことは次のようにしていえる（前提は純戦略だけを

考えることである）。「全員Ｄ」以外にナッシュ均衡点があるなら、何れかのプレイヤーはＣが最適

応答である場合がなければならない。しかしＣが最適応答であり得ることは、Ｄが支配戦略であるこ

とと矛盾する。したがって「全員Ｄ」以外はナッシュ均衡点ではない。 

 

 

（２） 全員がＣを選ぶことはパレート最適である。その根拠は何か？ 

 

「解き方１」：全プレイヤー数をｎ、プレイヤー中のＣ選択者数をｎｃとおけば、Ｃ選択者の利得は（ｎ

ｃ－３）、Ｄ選択者の利得はｎｃである。そこで、全員の利得の総和Ｖは次となる。 

Ｖ＝（ｎｃ－３）ｎｃ＋ｎｃ（ｎ－ｎｃ）＝ｎｃ（ｎ―３） 

つまりＶはｎｃに比例し、ｎｃ＝ｎ（全員Ｃ）のときに最大となる。 

このことから、（少なくとも）「全員Ｃ」はパレート最適である。（テキスト p.93を参照） 

 

     プレイヤー数 ２０人 

  ────────────────────────────── 
         自分以外のＣ選択者数 

        0   1    2    ・・・ 18     19 

  ────────────────────────────── 
    Ｃ  -2  -1    0    ・・・ 16     17 

    Ｄ   0   1    2    ・・・ 18     19 

  ──────────────────────────────   
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「解き方２」：「全員Ｃ」なら利得ベクトルは（17, 17, 17, …, 17）となる。 

誰かがＤのとき、Ｃ選択者がいれば、Ｃ選択者の利得は１７より低くなる。もし全員がＤなら、全員

の利得は０である。以上から、「全員Ｃ」よりパレート優位な戦略の組は存在しない。定義５．１か

ら、「全員Ｃ」はパレート最適である。 

 

 

（３）全員Ｃを選ぶこと以外にパレート最適になる戦略の組があるか否かを述べよ。 

 

Ｃ選択者数が１７～２０の状態はパレート最適といえる。 

以下、利得の高い順にプレイヤーを並べるとすると、 

Ｃ選択者数が20のときの利得ベクトル：(17, 17, 17, 17, 17, …,17) 

Ｃ選択者数が19のときの利得ベクトル：(19, 16, 16, 16, 16, …,16) 

Ｃ選択者数が18のときの利得ベクトル：(18, 18, 15, 15, 15, …,15) 

Ｃ選択者数が17のときの利得ベクトル：(17, 17, 17, 14, 14, …,14) 

Ｃ選択者数が16のときの利得ベクトル：(16, 16, 16, 16, 13, …,13) 

 

つまり、Ｃ選択者数が１６以下の解（戦略の組）より「全員Ｃ」がパレート優位になる。つまりＣ選

択者数が１６以下の解はパレート最適ではない。 

 Ｃ選択者数が１７～２０のときは、何れも、相互にパレート優位とはならない。 

 したがって、Ｃ選択者数が１７～２０の状態はパレート最適である。 

 


